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１．は じ め に
本稿は明治１９年（１８８６）に岩手県で生まれ，同４５年（１９１２）に東京で没した啄木（たくぼく）・
石川一（いしかわ・はじめ）に関する歴史的な視点からの継続研究である。筆者は既発表の論
考を通して，啄木作品の中に歌われた「日本近代の庶民生活」や「近代的な科学技術」あるい
は「都市と村落の景観」などに関して論考を進めてきた１）。
歌人・石川啄木の作品群が高く評価されている最大の理由は，何気ない毎日の生活に根ざし
たところから生み出された点にある。しかも啄木作品は，平明で理解しやすいという優れた特
徴をもつ。したがって彼の作品には結果的に，当時の日常生活を如実に描き出している「記録
性」が高いと考えることもできる。事実，啄木自身が明治期の最終年に没しているため，彼の
作品は明治時代末年における庶民生活の記録文学であるという見方が成立する。
本稿では石川啄木と同世代の文学者・北原白秋作品を資料として，近代の産業技術，それに
よって支えられた日常生活，日々変貌しつつあった都市景観ほかを検証する。このような学問
的行為によって，日本の近代化と生活の実態を浮き彫りにすることに本研究の意義がある。
２．本研究が目指すもの
本稿主題中の「近代産業」と「日常生活」は，明治期を迎えたわが国の新しい特徴そのもの
であった。それらは次のような内容である。「産業」の中に工場・発電所・造船所・鉱山など
での生産技術だけに限らず，交通機関ならびに移動手段ほかを含む。一方，「生活」には衣類
と服装，食品と食習慣，衣食双方についての購買行動，さらに教育・情報伝達・そのほか社会
全般に関わる活動とその行為を支える諸施設・各建築物の出現などが包含される。
明治維新後に推し進められた西洋化や近代化の諸要素は，日本全国の地方都市でもあらゆる
機会をとらえて日々，より大きな存在となっていた。都市の中の商業施設，官庁舎，教育機関，
交通網，洋装，洋食，洋風建築，人工照明，上下水道衛生設備ほか，さまざまな分野において
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新しい動きがくり返された。それら近代固有の特徴を「近代産業」と「日常生活」という２分
野で代表させようとするのが本研究の意図である。
３．啄木を巡る近年の動き
石川啄木（１８８６－１９１２）が若くして病没後，本年春の命日平成２３年４月１３日で満９９年を迎え
る。これは彼の生家であった仏寺においては百回忌であり，さらに翌年２０１２年は啄木の死後，
満１００年目となる。不明にして筆者は具体的な企画を知り得ないが，上記のような次第である
ため石川啄木ゆかりの各地で，おそらく各種の催し物が開催されることが予想される。
逝去後１００年が経過しようとする近年に至っても，今なお石川啄木への国民的な関心は決し
て低くない。ここで紙面を割いて，啄木をめぐる新しい動きを記しておきたい。
彼が明治４０年（１９０７）９月２７日から翌年（１９０８）の年頭１月１９日まで居住した北海道小樽市
で新たな資料が発見された。写真―１ならびに写真―２に掲げる古写真である。この写真の所蔵
先は小樽市色内（いろない）２丁目１番２０号に所在する小樽市立博物館である。
当該建築物は石川啄木が勤務した小樽日報社の社屋である。従来，当該社屋の実態を伝える
正確な資料は知られていなかった。したがってこの度の新発見は，日本近代文学史にとっては
勿論であるが，明治期の文化史全般にとっても，あるいは小樽市にとっても大きな出来事であっ
た。今回の出来事については，以下のように報道された２）。
小樽日報社は「立派なる事本道中一番」
啄木の手紙 本当だった
建物の新たな写真発見
として，２００８年１１月８日に北海道新聞の夕刊紙面第１ページ目に掲載された。この度，本稿に
掲載することを同博物館から正式に許可された。写真―１は，現在の小樽駅の位置から稲穂町
方面を撮影した全体像である。明治大正時代の小樽市街地を映し出した貴重な写真である。写
真の上方向が方位でいえば，ほぼ真東の方向にあたる。ちなみに小樽港は，写真の左側斜め前
の遠方に位置する。同写真の中で特に注目したい小樽日報社の社屋を，円で囲んだものが写真
―２である。この写真から読み取ることのできる内容としては，
①おそらく木造２階建て
②入母屋（いりもや）を基本とする屋根形状
③屋根葺（やねふ）き材料は不詳
④外壁を下見板張（したみいたばり）で仕上げた
⑤特殊建築物
の５点である。ここで①「おそらく木造」と記述した理由は，建築物の構造体すなわち骨組が
何の材料によって構成されているかと言うことは即断できないためである。構造体が材木によっ
て組み立てられているのか，鉄骨によって建てられたか，煉瓦で積み上げられているのか，鉄
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筋コンクリートほかで築かれているのかという実態の確実な根拠は，実物の建物から仕上げ材
を取り除くなどして，半ば解体をするような現地調査を経て初めて確認することができる。
実際の建築遺構が撤去されてから８５年以上経過した現在において，古写真１枚を拠り所とし
て構造材料を特定するには類推が含まれることを断っておく必要がある。しかし掲載した写真
を見る限りでは，おそらく木造建築であろうと判断される。
②屋根の形状は，こちら側（手前左側）の妻面（つまめん）から見る限り入母屋と呼ばれる
形を基本にしている。妻面とは建物の側面にあたる，屋根勾配の傾斜面が左右に見える三角形
の面である。そして入母屋とは，城郭の天守閣に採用される特殊な形状の屋根である。入母屋
は寺院建築の屋根にも使われるので当然ながら，和風建築の屋根である。また先に「入母屋を
基本とする」と記したのは，写真からは入母屋の妻面左半分が二重に重なっているようすが見
えるためである。小樽日報社の屋根は一般的な入母屋とは言えず特殊な変則的事例である。
③屋根葺き材料には瓦葺（かわらぶ）きや茅葺（かやぶ）き，あるいは銅板葺（どうばんぶ）
きなど各種の葺（ふ）き材料がある。写真からは確定的な材料名を断言するだけの根拠を得る
ことができない。きわめて軽量な噴き材料である可能性が強い。
④外壁を構成する下見板張りは，札幌の時計台（札幌農学校の旧演武場）に見られる仕上げ
方法である。板材を水平方向に羽重ねするスタイルである。この構法は水に対して強い。つま
り雨水をはじめ，雪にも霧にも高い耐久性を有する外装である。しかも冬季間の気温低下が大
きく寒さの厳しい北海道においては，凍害の恐れがないという利点があるので最適な手法であっ
た。この下見板張り仕上げは，森林資源が豊富な土地において水車動力を利用することさえで
きれば，広く普及させることができる手法である。ベルト掛けによって回転させた鋸盤（のこ
ぎりばん）で製材が可能である。このような背景があって，西部開拓時代のアメリカ合衆国で
多用された。その技術の系譜は，わが国では近代以降の北海道に移植された。
⑤前出の記述で「特殊建築物」とした意味は，不特定多数の人々が利用する公共性の高い施
設だというものである。一般的な個人住宅など，特定の人だけが使用する用途の建築物ではな
い。現行の「建築基準法」の前身である「市街地建築物法」や旧来の「都市計画法」が制定さ
れたのは，いずれも大正８年であるから，啄木存命当時には特殊建築物と言う法的な概念はま
だ存在しなかった。今日では特殊建築物には防災ならびに避難上さまざまな制約が課されてい
る。旧小樽日報社の社屋は大正時代の末に，火災によって焼失をしたとされる。その点からも
当該建築物に関しては，これまで誤解が生じたりしてきた。石川啄木自身が勤務先の建築物を
大規模な施設であると記していることに対して，後世の研究者からは事実以上に誇大な表現だ
解釈する立場もあった。しかしながら当該写真の発見によって，このたび彼の筆が小樽日報社
に関しては，真実そのままであったことが証明された。
次の記事は，石川啄木の在道時代がますます遠い過去のことになっているという現実を痛感
させられた二つの事例である。ひとつは函館での，いまひとつは札幌における記事である。１
点目は２００９年３月１４日の北海道新聞夕刊第１面に掲載された３）。
１６３
モダニズム校舎に別れ
函館・弥生小
老朽化で解体 惜しむ声
と題されたカラー写真３点を載せた「特報 土曜フラッシュ」記事である。最下段のカラー写
真である校舎内の１室「資料館」写真には，石川啄木の肖像写真が展示されている様子が見ら
写真―１ 小樽市街地の景観（小樽市立博物館所蔵）
写真―２ 旧小樽日報社社屋（小樽市立博物館所蔵）
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れる。函館市立弥生小学校は別名「函館の学習院」とも呼ばれる名門小学校で，評論家の亀井
勝一郎（東大文学部卒）・建築家の亀井勝次郎（早大建築学科卒）兄弟をはじめとして多くの
文化人や研究者などを輩出してきた。この弥生尋常小学校で石川啄木が代用教員を勤めたこと
は広く知られている。
啄木が函館を去らざるを得ない原因となった明治４０年８月２５日の函館大火によって，当時の
木造校舎が焼失してしまう。現在の校舎は，その大火後に耐震耐火性能が高い鉄筋コンクリー
ト構造を採用して新築された建物の二代目である。昭和１３年の現校舎竣工当時は構造技術面だ
けでなくデザイン性においても最新の建築物であった。その校舎が老朽化を理由に建て替えら
れることになったという記事であった。
また２００９年９月１５日の北海道新聞朝刊の「札幌圏」紙面２３面には
札幌西武３０日閉店
「五番館」の思い出 今も
道内初のデパート／輸入雑貨を販売
／女性店員採用の先駆け
赤れんがの店 革新的試み次々
という記事が掲載された４）。記事のリードや本文とは別に＜五番館の歴史＞として囲み記事で，
同店舗の年表もある。
その年表中には
１９０６年（明治３９年） 五番館開業
と記されている。石川啄木が居心地の良かった函館での代用教員と遊軍新聞記者生活をあきら
めて，新たに札幌での新聞記者活動を始める目的で来札するのは明治４０年９月１４日のこと。そ
れは五番館が新築された翌年のことであった。完成した直後の赤煉瓦建築を，彼は見上げたの
である。啄木が下宿した場所は，北七条西四丁目四という，札幌駅北西の駅裏にあたる。
わ やど あね いもと
我が宿の姉と妹のいさかひに
しよ や す
初夜過ぎゆきし
さつさつ あめ
札幌の雨５）
と，石川啄木が歌にした姉妹の住む家であった。その下宿の位置と五番館は，徒歩で数分の距
離である。したがって彼は，わずか２週間という短い札幌生活の中でも何度か，この五番館を
眼にしている。啄木が勤務先への通勤時に見上げた煉瓦造の五番館をモデルとして，新たに江
別産の赤煉瓦で仕上げたデパート建築を店舗として営業していた百貨店が，営業不振を理由に
撤退するという新聞記事であった。本日現在，建築物そのものは閉鎖されたままである。その
後，空き家状態が長らく続いた。しかし昨年になってやっと新たな動きが決まった。全国的な，
写真機ならびに家電量販店が入手したという報道がなされた。今後の動きは機会を見て，別稿
１６５
で触れることとしたい。
４．啄木と同世代文学者の群像
冒頭に掲げた着眼点を持って文献研究を試みるが，そのためには石川啄木と同世代の文学者
群像を概観しておく必要がある。研究の趣旨は「石川啄木の同時代」から，近代産業や日常生
活を映し出したいのである。「啄木と同世代」として本稿で扱う文学者たちを次のように定義
する。本研究においては，基本的に石川啄木の同級生・同学年という意味に限定したい。
しかし啄木の「同級生」に関していえば，少し説明が必要となる。その理由は彼の生年月日
が，戸籍上は明治１９年２月２０日であるが，一説には明治１８年１０月２７日ともいわれてきた点にあ
る。この異説に関しては本研究において，その信憑性を再度検証することはしない。
本稿においては彼の戸籍謄本で広く知られている
父 不 詳
母 工藤カツ
誕 生 明治拾九年貳月貳拾日
という記述を重要視することとした。そのように方針を定めても，なお啄木の生まれ年は，そ
の生年月日が２月ということのため同級生という括りにこだわれば微妙な問題点が生じる。つ
まり石川啄木の誕生年は，学年としては明治１８年度である。だが彼自身の誕生年を西洋式で表
記する場合は，やはり１８８６年とするほかない。すなわち明治１９年である。
以上のような背景があるため本研究では，西暦１８８５年・明治１８年とその翌年である１８８６年・
同１９年の２年間に生誕した日本近代の文学者あるいは文化史上の人物を，「啄木と同世代人」と
定義する。そのような根拠に基づいて，文学史あるいは文化史にその名を残す人々を一覧でき
る表－１として掲載６）する。
このように日本近代史の一断面を鳥瞰する一覧表全体を見渡すと，石川啄木という青年の死
が余りにも甚だしい夭折であったことを再認識させられる。その点はさておき，上記の人々の
中にあっても日本近代の文学史上において特に大きな位置を占める存在と目されるのは，
飯田蛇笏，北原白秋，木下杢太郎，木下利玄，谷崎潤一郎，土岐善麿，中勘助，中村武羅夫，
中里介山，野上弥生子，萩原朔太郎，平塚らいてう，武者小路実篤，吉井勇，若山牧水，そし
て石川啄木の１６名であろう。
本稿では，西日本出身の北原白秋の韻文作品を検証していくこととする。数多くの文学者た
ちが輝く中から，北原白秋を石川啄木に対峙する存在として選んだ理由は，
① 東北地方に生まれ北海道を旅した啄木に対して，西日本で生まれた文学者とした。
② 晩年啄木が経済的に困窮したことと比べ，青年期には金銭的な苦労が少なかった。
③ さらにに白秋は直接，石川啄木と交流があった詩人で，啄木がその仕事を意識した。
という点からである。
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５．北原白秋の作品
白秋は，石川啄木とは対極的な地方である南国・九州の福岡県出身である。わが国には「江
戸と上方」のように古くから東西あるいは南北を代表する両極が意識されてきた。啄木のよう
な東北人に対しては，一般的に「九州人」が位置づけられる。
北原白秋が生まれ育った土地を見ておきたい。長崎県，佐賀県，福岡県は，近世の長崎「出
島」から京や江戸へと至る表街道一帯である。そのような土地が明治を迎えた後は，より一層
近代的な事物に触れることも少なくない。北原白秋の作品に異国情緒・外国嗜好が強い点は周
知の通りである。
いへ な め い し
屋はまた石もて造り，大理石の白き血潮は，
つぼ よ とも
ぎやまんの壺に盛られて夜となれば火点るといふ。
は え れ き ぶ ろ う ど くゆり
かの美しき越歴機の夢は天鵝絨の薫にまじり，
めづ とりけもの う つ
珍らなる月の世界の鳥獣映像すと聞けり７）。
な め い し
ここで指摘しておく点は，啄木短歌にも，「大理石」の登場する作品があるという事実である。
マーブルと言う西洋建築の材料は，明治時代の西洋化・近代化の端的な象徴であった。
きよ な め い し
ひややかに清き大理石に
はる ひ しづ て
春の日の静かに照るは
おも
かかる思ひならむ
近代の都市生活は，上下水道と電力と都市ガスと鉄道の出現によって飛躍的な利便性を手に
することが出来るようになった。
りんご
腐れたる林檎のいろに
なお青きにほひちらぼひ，
すゐやく し つくゑ
水薬の汚みし卓に
が す こ ん ろ
瓦斯焜炉ほのかに燃ゆる。
（中略）
さ むろ
色冴えぬ室にはあれど，
声たててほのかに燃ゆる
が す こ ん ろ
瓦斯焜炉……空と，こころと，
に
硝子戸に鈍ばむさびしさ。
１６７
表－１ 石川啄木同世代の文学者・文化人
秋山安三郎 １８８６１９７５（あきやま・やすさぶろう） 随筆家であり劇評家
飯田 蛇笏 １８８５１９６２（いいだ・だこつ） ホホトギスの俳人
池田 大伍 １８８５１９４２（いけだ・だいご） 坪内逍遥門下の劇作家
臼井 大翼 １８８５１９４７（うすい・たいよく。本名ひろすけ） 歌人であり弁護士
大杉 栄 １８８５１９２３（おおすぎ・さかえ）
甘粕事件で知られる思想家・小説家
尾崎 放哉 １８８５１９２６（おざき・ほうさい） 俳人
加藤 介春 １８８５１９４６（かとう・かいしゅん）
相馬御風，三木露風，野口雨情らと交流があった詩人
加能作次郎 １８８５１９４１（かのう・さくじろう） 坪内逍遥・島村抱月門下の小説家
喜舎場永 １８８５１９７２（きしゃば・えいじゅん） 沖縄・石垣島の歴史研究者
北原 白秋 １８８５１９４２（きたはら・はくしゅう） 詩人
北見志保子 １８８５１９５５（きたみ・しほこ）
小泉千樫と北原白秋門下の歌人であり，徳田秋声門下の小説家
木下杢太郎 １８８５１９４５（きのした・もくたろう） 詩人であり医学者
木下 利玄 １８８６１９２５（きのした・りげん。本名としはる） 白樺派の歌人
小泉 千樫 １８８６１９２７（こいずみ・ちかし） 伊藤左千夫門下のアララギ派歌人
杉浦 翠子 １８８５１９６０（すぎうら・すいこ）
齋藤茂吉門下の歌人であり，画家・杉浦非水の妻
四賀 光子 １８８５１９７６（しが・みつこ） 歌人であり，歌人・太田水穂の妻
白石 実三 １８８６１９３７（しらいし・じつぞう） 田山花袋門下の小説家
相馬 泰三 １８８５１９５２（そうま・たいぞう） 広津和郎や相馬御風と交流があった小説家
田辺 元 １８８５１９６２（たなべ・はじめ） アララギの歌人であり哲学者
谷崎潤一郎 １８８６１９６５（たにざき・じゅんいちろう） 耽美派の小説家
鶴見 祐輔 １８８５１９７４（つるみ・ゆうすけ） 小説家であり政治家
土居 光知 １８８６１９７９（どい・こうち） 英文学者であり日本古典学者
土岐 善麿 １８８５１９８０（とき・ぜんまろ） 歌人であり歴史研究者
富安 風生 １８８５１９７９（とみやす・ふうせい） ホホトギスの俳人
中 勘助 １８８５１９６５（なか・かんすけ） 夏目漱石門下の小説家・詩人
長田 秀雄 １８８５１９４９（ながた・ひでお） 詩人であり劇作家
中村武羅夫 １８８６１９４９（なかむら・むらお） 小説家
中里 介山 １８８５１９４４（なかざと・かいざん） 小説家
野上弥生子 １８８５１９８５（のがみ・やえこ） 夏目漱石門下の小説家
萩原朔太郎 １８８６１９４２（はぎわら・さくたろう） 詩人
１６８ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
この作品の水薬（すいやく）という今日では奇異な表現を啄木も用いている。
あさあさ
朝朝の
しろ すゐやく
うがひの料の水薬の
びん あき
罎がつめたき秋となりにけり
電力を用いながらも電燈ではなく，炭素棒を消費しながら照明効果を得る明りの技術が「アー
ク燈」である。アーク燈関連作品を３点ほど続けて掲げる。
つつましき枯草の湿るにほひよ……
まろがた だ ゑ ん
円形に，あるは楕円に，
かぎ その もや
劃られし園の配置の黄にほめき，靄に三つ四つ
うす アークとう
色淡き紫の孤燈したしげに光うるほふ。
橋田 東声 １８８６１９３０（はしだ・とうせい） 明星の歌人であり，伊藤左千夫門下の小説家
服部 嘉香 １８８６１９７５（はっとり・よしか）
北原白秋，土岐善麿，若山牧水の同級生で，歌人・国語学者
原 石鼎 １８８６１９５１（はら・せきてい） ホトトギスの俳人
平塚らいてう１８８６１９７１（ひらつか・らいちょう） 青鞜で知られる女性運動家
平野 万里 １８８５１９４７（ひらの・ばんり） 与謝野鉄幹門下の歌人であり化学者
藤村 操 １８８６１９０３（ふじむら・みさお） 旧制第一高等学校の生徒
本間 久雄 １８８６１９８１（ほんま・ひさお）
坪内逍遥・島村抱月門下の英文学者であり国文学者
三ヶ島葭子 １８８６１９２７（みかじま・よしこ） 与謝野晶子門下の歌人
水守亀之助 １８８６１９５８（みずもり・かめのすけ） 小説家
宮川 曼魚 １８８６１９５７（みやがわ・まんぎょ） 随筆家であり鰻屋店主
宮嶋 資夫 １８８６１９５１（みやじま・すけお） 小説家
武者小路実篤１８８５１９７６（むしゃこうじ・さねあつ） 白樺派の小説家
安成 二郎 １８８６１９７４（やすなり・じろう） 歌人であり小説家
吉井 勇 １８８６１９６０（よしい・いさむ） 明星の歌人であり，スバルの劇作家
吉田絃二郎 １８８６１９５６（よしだ・げんじろう） 小説家
若山 牧水 １８８５１９２８（わかやま・ぼくすい） 歌人
石川 啄木 １８８６１９１２（いしかわ・たくぼく） 歌人
１６９
ア ー クとう
薄むらさきの円孤燈，
ガ ス ぼんぼり
瓦斯と雪洞，鶴のむれ，
さか
石油エンヂンことことと水は山から逆おとし，
とも ほたる
アーク燈点れるかげをあるかなし螢の飛ぶはあはれなるかな
これよりも以前の人工的な，それでいて近代以降の照明器具は「ランプ」であった。２作あげる。
ははざと
遠い母里の金のラムプも見つからぬ。
あき づ ゆ いへなみ つ
秋霖雨の湯気と夜霧や家並の数いくらあらずラムプ点けつつ
ランプではなく，本格的な電力供給の場面もある。産業・生産活動の現場に取材した力強く大
きな光景である。
あ がい し
神は在る，鉄塔の碍子に在る。
神は在る，起重機の斜線に在る。
神は在る，鉄柱の頂点に在る。
神は在る，鉄橋の孤線に在る。
同じく「碍子」と呼ばれるセラミック製の絶縁物のある場面には違いないが，前述の作品に比
較すれば小さくて穏やかな風景の北原白秋作品もある。
がいし
電柱の白き碍子にいと細く雨はそそげり冬きたるらし
また通信手段が見える光景もある。
さや だ
無線塔うつろふ雲の騒立てば眼にとめて涼し秋来りけり
明治の人々にとって，高い鉄塔が天に聳える姿はまさしく新時代のシンボルであった。一方，
白秋は噴水への関心も小さくなかったようで，その作品をものしている。
ふきあげ
噴水のゆるきしたたり。――
その
霧しぶく苑の奥，夕日の光，
１７０ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
水盤の黄なるさざめき，
なべて，いま
なげかひ
ものあまき嗟嘆の色。
近代建築あるいは明治建築を代表する建築材料である煉瓦に関しても，
くわとばかり，くわとばかり，
れんが
黄に光る向ひの煉瓦
などがある。煉瓦に関係していえば石川啄木作品にも，赤煉瓦のある情景が展開する。
れんぐわ かべ
よごれたる煉瓦の壁に
ふ と ふ と
降りて融け降りては融くる
はる ゆき
春の雪かな
そして赤煉瓦ばかりでなく，そのほか近代固有の建築材料も白秋作品に登場する。
か し
河岸なみは赤き煉瓦家。
（中略）
ブ リ キ はさみ
薄鉄葉切る鋏の音と，
建築材料とは限らないが，金属的な光沢も近代的な光のひとつであった。
しろがね メ ツ キ
思ひ出の月夜なり，銀の痛き鍍金に，
かさ わなな
薄青き光線の暈かけて慄く夜なり。
機械全体ではなく，機械要素ここでは「ばね（スプリング）」を歌った詩歌が見られる。
ば ね あわ
弾機のごとも慌てたる熱き力もて
かき抱き，光れる縁側へと連れゆきぬ。
続いて「乗り物」を扱った詩歌に注目する。まず船を歌った作品がある。
ゆ ふねばら
時は逝く。赤き蒸汽の船腹の過ぎゆくごとく，
こくぐら
穀倉の夕日のほめき，
そして
ふ ね
来て見ればけふもかがやくしろがねの沖辺はるかにゆく蒸汽のあり
１７１
航空機も登場する。
ひ
や，飛行機だ，灯だ，灯だ，灯だ，
や，一台だ，二台だ。三台，四台，五台。
早世した石川啄木と違って，北原白秋は昭和戦前まで存命であった。このため白秋自身が飛行
機に搭乗する機会を持ち，その体験を短歌として残した。
よく
翼のうら滑車に映る影見れば微動しつつあらし飛行はつづく
そして
ゆう ほ て
翼のかげ支柱に映りしづかなる飛行はつづく夕火照る海
次は「電気車」という表現であるが，現在の電気自動車ではなく鉄道の方の列車つまり電車で
ある。
ゆきかへり，やをら，電気車
たい
鉛だつ体をとどめて
くどくどとかたみに語り，
列車といえば，
はし
汽車はただ駛つてゆく，
駛つてゆく。
ああ，それだけ。
そして列車が停車する駅舎には，
にらさき
韮崎の白きペンキの駅標に薄日のしみて光るさみしさ
など近代以降の「サイン」を目にすることができる。交通機関の変貌によって，都市の景観と
同時に人々の生活も大きく，あるいは時に小さく変化していく。
いきどほり
憤怒堪へつつのぼる我が歩み陸橋にかかり夏の富士見ゆ
などの作品からは，近世以前の生活には決して存在しなかったものが記されている。さらに自
動車をあつかった北原白秋の作品もある。
１７２ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
はし
春寒き旅順の港見おろしてましぐらに駛る自動車今あり
そして次のような作品は，近代の科学技術なくしては到底，成立し得ない。
き が ぢんちやう しげ や み よ
ガソリン・コールター・材香・沈丁と感じ来て春繁しもよ暗夜行くなり
この作品中に表現されている「材香」は，木材のかおりである。あるいは杉材でつくられた樽
の香りが日本酒にうつったものを言う。このことから「酒」も意味する。現代人の感覚ならば
「アルコール」と称しても良い。この作品は全体に「かおり」と「におい」を歌い上げている。
つぎに衣生活・被服行動に関わる詩がある。
紺の背広に夏帽子，
黒の蝙蝠傘さしてゆく，
同じく夏の季節の短歌もある。
せうしや
夏帽子瀟洒につけて身をやつす若き紳士の白百合の花
また季節がまったく入れ替わって，下のような作品さえもある。あたたかいものが恋しい冬の
寒さの中で，
やはらかに赤き毛糸をたぐるとき夕とどろきの遠くきこゆる
そして
青いソフトにふる雪は
過ぎしその手か，ささやきか，
はくか
酒か，薄荷か，いつのまに
消ゆる涙か，なつかしや。
さらに
やま た か ラツ コ
黒の山高帽，猟虎の毛皮，
わかい紳士は濡れてゆく。
こ う も り
蝙蝠傘の小さい老婆も濡れてゆく。
そのような近代の洋装要素・洋服化の傾向は，ごく一部分だけが切り取られるようにして地方
の農村部へも入り込んでいく。
１７３
ち く まがは
あの光るのは千曲川ですと指さした山高帽の野菜くさい手
食卓に目を向けよう。
パ ン は かほ まつ げ
朝の麺麭食むと面あてこの幼な毛ももバタまぶれあはれ
江戸時代には全く口にされることがなく，明治以降になってから日本人が飲む習慣が定着し始
たミルクに関しては，
牛乳にまみれた喫茶店の猫を，
その猫が悩ましい白い毛をすりつける
とある。別の西洋風の飲み物もある。
い す
よき椅子に黒き猫さへ来てなげく初夏晩春の濃きココアかな
そして，飲み物の器としては
あ こは く
いざ挙げむ琥珀のグラス，
ゆふ
時惜む夕ひぐらし。
が西洋風であり，それ以前までの庶民生活には見られなかった近代以降の新しい生活である。
サラダとり白きソースをかけてましさみしき春の思ひ出のため
また白秋作品には，住居内で近代生活を営む情景が浮かびだされてもいる。
しぼ はやし かんだか
蓄音機から絞りだす囃――黄色な甲高の
しやみ いど
三味の笑に挑まれて，
おど
戯けつくした身のひねり，
音楽ではなく，映像の分野で新しい機種が登場する。
ちかちかと十六ミリが音立てて夏の日ざしの房の藤浪
また白秋は，時計に関しても歌をうたっている。
１７４ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
さんかい すみ
三層の隅か，さは
わうごん ふち うち と け い
腐れたる黄金の縁の中，自鳴鐘の刻み……
晩年に北原白秋が入院していた病院では，夜間に暖房を切ってしまうようであった。
あとびえ
暖房は後冷きびし夜にさへや眼帯白くあてて寝むとす
以下は近代の西洋音楽が登場する短歌二首であるが，それは戸外を他者と共に歩いた際の情景である。
すずろかにクラリネットの鳴りやまぬ日の夕ぐれとなりにけるかな
にほやかにトロムボーンの音は鳴りぬ君と歩みしあとの思ひ出
北原白秋の作品中にも，石川啄木に共通するモチーフが歌い込まれている実例を見出すことが
できる。
ゆあ
やはらかに浴みする女子のにほひのごとく，
バルコン
暮れてゆく，ほの白き露台のなつかしきかな。
ならびに
にほやかに君がよき夜ぞふりそそぐ白き露台の矢ぐるまの花
などは，啄木作品の有名な
もりをか ちゆうがくかう
盛岡の中學校の
バルコン
露臺の
てすり も い ち どわれ よ
欄干に最一度我を倚らしめ
や，函館で歌われた
はこだて あをやぎちやう
函館の青柳町こそかなしけれ
とも こひうた
友の恋歌
や はな
矢ぐるまの花
を連想させる。北原白秋・石川啄木両作品の共通項として，純然たる工学技術の分野である
「高電圧の発送電」領域においても二人の作品が存在する点を指摘しておきたい。たとえば
ダ イ ナ モ かな
ああ発電機おほどかなれどおのづから澄みて愛しき声放つなり
１７５
などからは，石川啄木の
ダイナモの
おも うな
重き唸りのここちよさよ
もの い
あはれこのごとく物を言はまし
が記憶によみがえる。
６．む す び
本稿では紙面の制限から，北原白秋１名に関してしか触れることが許されなかった。今後は
木下利玄ほか西日本の出身者で，生活面でも金銭的に石川啄木とは事情の異なっていたであろ
う事が窺える文学者たちに関心を示していきたい。彼ら同時代の作品へも研究範囲を広げるこ
とで，新しい知見を得ることが出来るのではないのかと考えている。
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４）北海道新聞社：「札幌西武３０日閉店／「五番館」の思い出 今も／道内初のデパート／輸
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１７６ 水野：北原白秋の作品に見る近代産業と日常生活― 石川啄木との比較を中心にして ―
